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This paper examines the transition of the childcare system during the Japanese postwar 
educational reform period, by looking at Childcare magazine’s development of its childcare 
curriculum from 1946 to 1949, when the government’s Childcare Guidelines was issued.  The 
Imperial Order of Kindergarten and Social Pedagogy in the Taisho Period, developed to 
counterbalance the negative effect of conventional Fröbel doctrine, were strong influences for 
creating the curriculum just after the war. That early postwar curriculum was created ad 
hoc to respond to the actual state of kindergarten practice because the content of childcare 
was not yet decided. Then when the School Education Act was enacted in 1947, work towards 
the creation of a childcare curriculum aimed to incorporate five objectives reflecting the 
intent of Article 78 of the Act. When the Childcare Guidelines were established, the 
curriculum was more appropriate to the reality of children’s lives, with the 12 new content 
elements and new features such as annual events.
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Evolution of Childcare magazine’s childcare curriculum

























































































































































































































































































































































































































































月 12月 １月 ２月 ３月
主題 お正月をまつ お正月
お客様
冬の遊び 春を待つ
１ 春がやってきま 
　 すよ
２ もうすぐ１年生
※『保育』1949年４月～ 1950年３月号を基に筆者作成
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の保育内容こそがカリキュラムにあり、その保
育内容は第78条に書かれている。そのため、
新しいカリキュラムの範囲はこの77・78条に
即したものではならないと考えられることが述
べられている。
その後、1950年の４月号からは、東京都保
育研究会が単元活動形式のカリキュラムが掲載
し、翌1951年４月号からは、幼稚園と保育所
の２つの保育カリキュラムが掲載されている。
４．おわりに
戦後の教育改革のなかで、1946年から「保
育要領」が刊行されてしばらくした1949年ま
での時期に着目し、戦後の日本の教育改革のな
かで、「新保育」の出発から幼稚園のカリキュ
ラムがどのように模索されていたのかを、保育
専門雑誌『保育』に掲載されたカリキュラムか
らその変遷について考察した。戦後すぐのカリ
キュラムには、「幼稚園令」や大正期の新教育
主義の影響が見られた。さらに保育内容が規定
されていなかったため、実際の園に即した自由
な形式で考えられていた。次に、学校教育法が
制定されると、第78条に即した５つの目標に
依拠した保育内容の模索が見られながらも、新
しく刊行される「保育要領」に向けての姿勢が
伺えた。そして、「保育要領」が刊行されると、
新しい12の内容に沿って、より子どもの生活
に寄り添う保育内容が見られた。また、「年中
行事」など新しい項目への試みが見られた。今
後の課題としては、「幼稚園教育要領」が刊行
された時期を考察し、現在の保育カリキュラム
のどのようにつながっていったのかを考察する
ことが必要である。また、本稿で取り上げた時
期についても、保育カリキュラムとともに掲載
されている保育の思想流れとともにカリキュラ
ムをより詳細に考察したい。
【参考文献】
岡田正章他編『戦後保育史』第１版、第１巻、日
本図書センター、（2010）
宍戸建夫・阿部真美子編『戦後保育50年史─証言
と未来予測』第１版、第１巻保育思想の潮流、
日本図書センター、（1997）
宍戸建夫・阿部真美子編『戦後保育50年史─証言
と未来予測』第１版、第４巻保育制度改革構想、
日本図書センター、（2014）
文部省『幼稚園教育100年史』第１版、ひかりの
くに、（1979）
全日本保育連盟編『復刻版『保育』戦後編Ⅰ1946
1955』第１版、第１～ 15巻、日本図書センター、
（2015）
【注】
１）湯川嘉津美「解説」『復刻版『保育』戦後編Ⅰ
1946-1955』第１版、第15巻、全日本保育連盟
編、（日本図書センター、東京）、pp.2、（2015）
２）同上書、pp.5
３）同上書、同書、pp.2
４）同上書、pp.5
５）坂元彦太郎『幼児教育の構造』（フレーベル館、
東京）、pp.11、（1964）
６）岡田正章他編『戦後保育史』第1版、第1巻、
（日本図書センター、東京）、pp.442-443,（2010）
７）『復刻版『保育』戦後編Ⅰ1946-1955』第１版、
第6巻、全日本保育連盟編、（日本図書センター、
東京）、pp.249-252、（2015）
８）阿部真美子「幼児保育カリキュラムの創造と
運動について」、『戦後保育50年史─証言と未来
予測』第１版、第1巻保育思想の潮流、宍戸建
夫・阿部真美子編、（日本図書センター、東京）、
pp.146、（1997）
９）同上。
